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典
舞
踊
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
舞
踊
、

ア
フ
リ
カ
太
鼓
な
ど
の
舞
踊
と
楽
器
演

奏
が
行
わ
れ
、「
心
の
国
際
交
流
」
と
い

う
豊
か
な
時
が
共
に
分
か
ち
合
わ
れ
ま

し
た
。

　
平
和
や
災
害
復
興
と
い
う
具
体
的
な

課
題
の
た
め
に
、
多
様
な
宗
教
者
が
共

同
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
集
い
は
、
二
一

世
紀
を
迎
え
て
特
に
世
界
的
に
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
三
〇
年

以
上
前
か
ら
神
戸
で
開
催
さ
れ
て
き

て
い
る
「
ピ
ー
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
、

R
C
C
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
共

に
参
加
し
、
世
界
の
平
和
と
東
日
本
の

震
災
復
興
の
た
め
に
他
の
宗
教
者
と
共

同
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
共
同
研
究
に
新
た
な
視
野
が
与

え
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。

イ
ナ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
、
神
道
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
な
ど
の
代

表
が
参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
五
月
三
日
に
北
野
神
社
で
開
催
さ

れ
た
「
第
三
一
回
北
野
国
際
ま
つ
り

二
〇
一
一
」
に
お
け
る
「
ピ
ー
ス
セ
レ

モ
ニ
ー
」
は
、
世
界
の
平
和
を
共
に
祈

る
と
同
時
に
、
特
に
三
月
一
一
日
に
東

日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
と
津
波
に
よ
る

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
被
災
地
域
の
復
興

を
共
同
で
祈
願
す
る
時
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
わ
け
て
も
、
一
六
年
前
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
今
回

の
東
日
本
の
大
震
災
は
、
特
別
の
思
い

で
心
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　「
ピ
ー
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
は
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
神
道
、
神
戸
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
戸
中
央
教
会
、
神

戸
平
和
研
究
所
、
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
教
団
イ
エ
ス
の
泉
教
会
、
そ
し
て

R
C
C
な
ど
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
最
初
に
、
実
行
委
員
長
の
ラ
ニ
ー
・

チ
ャ
イ
ナ
ニ
ー
氏
の
挨
拶
の
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
代
表
し
て
祈
り
が
捧
げ

ら
れ
ま
し
た
。
R
C
C
か
ら
は
、
筆
者

が
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
世
界
の
平

和
と
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
と
復
興

の
た
め
に
、
ま
た
R
C
C
研
究
員
の

オ
ム
リ
・
ブ
ー
ジ
ッ
ド
氏
が
イ
ス
ラ
ー

ム
の
立
場
か
ら
同
様
の
祈
り
を
捧
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
た
れ
た
復
興

祈
願
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
神
戸
華
僑
総
会

の
華
芸
民
間
舞
蹈
隊
、
南
イ
ン
ド
の
古

う
か
が
う
機
会
が
あ
り
、
今
回
お
招
き

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
北
野
天
満
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
、

一
一
八
〇
年
の
福
原
遷
都
に
際
し
て
平

清
盛
の
命
を
受
け
た
大
納
言
五
条
邦
綱

が
、
新
し
い
都
の
鬼
門
鎮
護
の
た
め
に

京
都
の
北
野
天
満
宮
を
勧
請
し
て
社
殿

を
造
営
し
、
僧
信
海
に
管
理
さ
せ
た
の

が
そ
の
嚆
矢
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
後
、
北
野
神
社
の
周
辺
は
「
北
野
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
明
治

に
な
る
と
、
神
戸
に
来
住
し
た
外
国
人

が
、
居
留
地
返
還
に
伴
い
、
居
留
地
の

北
に
あ
た
る
北
野
町
や
山
本
通
り
に
住

み
は
じ
め
、
異
人
館
が
立
ち
並
ん
で
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
北
野
国
際
ま
つ
り
は
、
一
九
八
一
年

七
月
二
四
─
二
五
日
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
の

J
・
グ
ラ
ッ
ク
氏
の
提
唱
に
よ
っ
て
北

野
神
社
で
始
ま
り
、
そ
の
趣
旨
と
し
て
、

「『
戦
争
は
地
球
の
病
気
』
で
あ
り
、
こ

れ
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
『
心
の

国
際
交
流
』
で
あ
る
」
と
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
三
〇
年
以
上
の
取

り
組
み
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
多
様

な
宗
教
者
に
よ
る
共
同
の
平
和
の
祈
り

「
ピ
ー
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
は
、
こ
れ

ま
で
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ジ
ャ

　
昨
年
の
四
月
よ
り
発
足
し
た
共
同
研

究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ミ
ナ
ト
神
戸
に

宗
教
多
元
主
義
を
探
る
─＜

海
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド＞

の
文
化
と
宗
教
的
共
生
」

は
、
キ
リ
ス
ト
教
平
和
学
研
究
の
新
た

な
展
開
で
あ
り
、
R
C
C
の
主
要
な
共

同
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ミ
ナ
ト
神
戸
に
は
、
古
く
か
ら
神

道
の
神
社
や
仏
教
の
寺
院
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
が
、
特
に
近
代
の
開
港
以
降
、

ミ
ナ
ト
神
戸
は
海
外
交
易
の
重
要
な
拠

点
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
中
で
、
キ

リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
の
多
彩
な
宗
教
施
設

が
設
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
共
同
研
究

で
は
、
こ
の
よ
う
な
ミ
ナ
ト
神
戸
に
お

け
る
宗
教
の
多
元
的
状
況
の
歴
史
的
展

開
を
探
り
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
ミ
ニ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
、
神
戸
に
お
け
る
各
宗
教
の
歴

史
と
そ
の
共
同
体
の
特
色
、
及
び
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
な
ど
を
調
査
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
、
北
野
神
社
を
訪

れ
た
折
、
佐
藤
典
久
宮
司
よ
り
北
野
の

国
際
ま
つ
り
と
多
様
な
宗
教
者
に
よ
る

「
ピ
ー
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
つ
い
て
話
を

神
戸
の
ピ
ー
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
て

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
神
田
　
健
次
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力
に
の
ま
れ
、
数
々
の
イ
ス
ラ
ー
ム
王

朝
が
入
れ
替
わ
っ
た
の
ち
に
、
一
六
世

紀
末
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
を
受
け

ま
す
。

　
一
九
世
紀
中
頃
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
西

欧
化
路
線
を
と
り
、
近
代
化
政
策
を

推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
時

に
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
帝
国
主
義
が
台
頭
、
植
民
地
政
策
が

始
ま
り
、
隣
国
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
と
な
り
、
一
八
八
一

年
、
つ
い
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
フ
ラ
ン

ス
の
保
護
領
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

一
九
〇
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
支
配
か
ら
の

独
立
を
目
指
す
青
年
チ
ュ
ニ
ジ
ア
党

が
結
成
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
ド
ゥ
ス

ト
ゥ
ー
ル
党
に
発
展
し
ま
す
。
今
回
の

革
命
の
矛
先
と
な
っ
た
政
権
与
党
で
あ

る
R
C
D
（
立
憲
民
主
連
合
）
の
基

盤
と
な
っ
た
政
府
で
す
。
そ
の
後
フ
ラ

ン
ス
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
反
発
運

動
が
強
ま
っ
て
い
き
、
後
に
初
代
大
統

領
と
な
る
ハ
ビ
ー
ブ
・
ブ
ル
ギ
バ
が

一
九
三
一
年
新
ド
ゥ
ス
ト
ゥ
ー
ル
党
を

結
成
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
独
立
を
フ
ラ
ン

ス
に
要
求
し
ま
す
。
独
立
運
動
の
末
、

一
九
五
六
年
に
王
国
と
し
て
チ
ュ
ニ
ジ

ア
が
独
立
、
一
九
五
七
年
チ
ュ
ニ
ジ
ア

共
和
国
と
な
り
ま
す
。
ブ
ル
ギ
バ
は
、

　
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か

け
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
そ
の
他

の
中
東
地
域
、
そ
し
て
中
国
に
ま
で
、

国
民
が
民
主
化
を
求
め
る
デ
モ
の
波
が

飛
び
火
し
、「
民
主
化
の
ド
ミ
ノ
倒
し
」

が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
発
端
と
な
っ

た
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
と
呼
ば
れ
る

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
革
命
、
政
変
の
実
態
は

何
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
や
イ

ス
ラ
ー
ム
で
は
そ
の
革
命
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
歴
史
的
背
景

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
地
中
海
を
は
さ
ん

で
、
北
ア
フ
リ
カ
の
一
番
北
東
に
あ
り
、

イ
タ
リ
ア
の
真
下
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、

ア
ラ
ブ
の
一
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
カ

ル
タ
ゴ
の
国
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。

　
紀
元
前
八
〇
〇
年
頃
、
フ
ェ
ニ
キ
ア

人
に
よ
っ
て
古
代
カ
ル
タ
ゴ
が
現
在
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
地
に
建
国
さ
れ
ま
し
た

が
、
紀
元
前
三
世
紀
頃
に
は
、
新
興
国

ロ
ー
マ
と
三
回
に
わ
た
っ
て
死
闘
を
繰

り
広
げ
、
ロ
ー
マ
に
敗
れ
、
ロ
ー
マ
帝

国
領
と
な
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
東

西
分
裂
に
よ
り
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
領
と

な
り
、
七
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
勢

イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
廃
止
し
、
憲
法
を
制

定
、
徹
底
し
た
世
俗
政
策
を
推
し
進
め

ま
し
た
。

■ 

第
二
代
大
統
領
　
ベ
ン
・
ア
リ

　
続
い
て
、
第
二
代
大
統
領
ベ
ン
・
ア

リ
の
時
代
に
は
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ベ
ン
・
ア
リ
は
、
急
進
的
な
世

俗
主
義
で
は
な
く
、
個
人
の
選
択
に
任

せ
た
穏
や
か
な
世
俗
主
義
を
選
び
ま
し

た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
や
ユ
ダ
ヤ

教
会
に
対
し
て
も
寛
容
な
政
策
を
と
る

と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
し
て
も

モ
ス
ク
に
行
っ
た
り
、
女
性
の
ベ
ー
ル
や

ラ
マ
ダ
ン
を
す
る
こ
と
な
ど
は
、
個
人
の

自
由
に
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
原
理
主

義
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
・

ア
リ
は
原
理
主
義
に
対
し
て
は
厳
し
く

弾
圧
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
自
分

へ
の
反
対
勢
力
も
弾
圧
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼
は
再
選
を
繰

り
返
す
中
で
、
権
力
を
自
分
に
集
中
さ

せ
、
不
正
な
富
を
蓄
え
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
不
正
を
働
い
た
の
は
、
ベ
ン
・
ア

リ
の
妻
ラ
イ
ラ
と
彼
女
の
実
家
、
ト
ラ

ベ
ル
シ
一
族
で
す
。

　
大
統
領
一
族
が
不
正
を
働
き
、
私
腹

を
肥
や
す
一
方
、
民
衆
は
貧
困
と
不
公

正
に
苦
し
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
例

え
ば
十
分
な
能
力
が
あ
っ
て
も
自
ら
が

希
望
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
っ
た
状
況
や
、
そ
れ
と
は
逆
に
、

能
力
と
は
無
関
係
に
、
コ
ネ
や
高
額
な

賄
賂
に
よ
っ
て
不
正
に
就
職
先
を
得
る

と
い
っ
た
状
況
が
存
在
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
、
国
民
、
特
に
若
い
世
代
の

人
た
ち
の
不
満
が
鬱
屈
し
た
状
況
の
中

に
、
今
回
の
事
件
の
発
端
が
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

■ 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
発
端
と
経
過

　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
発
端
は
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
内
陸
の
最
も
貧
し
い
地
域
の
一

つ
で
あ
る
シ
デ
ィ
・
ブ
ー
ジ
ッ
ド
で
起

こ
っ
た
一
つ
の
出
来
事
で
し
た
。
ム
ハ

ン
マ
ド
・
ブ
ア
ジ
ー
ジ
と
い
う
二
七
歳

の
青
年
が
、
道
端
で
野
菜
を
売
っ
て
い

ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
七
日

に
、
女
性
警
官
が
道
端
で
野
菜
を
売
る

許
可
が
な
い
と
し
て
、
彼
か
ら
野
菜
を

売
る
た
め
の
荷
車
や
商
売
道
具
一
式
を

没
収
し
た
た
め
、
ブ
ア
ジ
ー
ジ
は
返
却

を
求
め
て
警
察
省
を
訪
れ
抗
議
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
女
性
警
官
は
賄
賂
を
要

求
し
、
賄
賂
を
拒
否
し
た
ブ
ア
ジ
ー
ジ

に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
の
で
す
。ブ
ア
ジ
ー

ジ
は
怒
り
と
絶
望
で
、
そ
の
日
の
夕
方

焼
身
自
殺
を
は
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
出
来
事
を
知
っ
た
民
衆
に
よ
っ
て
、

そ
の
日
の
う
ち
に
シ
デ
ィ
・
ブ
ー
ジ
ッ

ド
で
デ
モ
が
起
こ
り
、
次
の
日
に
は
、

隣
の
町
カ
ス
リ
ー
ヌ
で
デ
モ
が
起
こ
り
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
各
地
に
す
ご
い
勢
い
で
デ

モ
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど
の
投
稿
、
特
に

動
画
や
画
像
の
投
稿
を
通
し
て
、
瞬
時

に
ひ
ろ
が
り
、
大
き
な
動
き
に
発
展
し

て
い
っ
た
の
で
す
。
ベ
ン
・
ア
リ
は
こ

の
デ
モ
を
沈
静
化
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
事
態
は
全
く
収
ま
ら
ず
、
つ
い

に
は
大
統
領
の
辞
任
を
求
め
る
デ
モ
が

チ
ュ
ニ
ジ
ア
各
地
の
主
要
都
市
に
広
ま

り
、
首
都
チ
ュ
ニ
ス
で
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
一
月
一
四
日
、
ベ
ン
・
ア
リ
は
陸
軍

に
デ
モ
隊
へ
の
発
砲
を
命
令
し
ま
す
が
、

陸
軍
ト
ッ
プ
の
参
謀
長
が
そ
れ
を
拒
否

し
ま
す
。
実
権
を
失
っ
た
ベ
ン
・
ア
リ

は
、
国
外
に
逃
亡
す
る
し
か
な
く
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
を
出
国
し
ま
し
た
。

■ 

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
現
状
と
今
後

　
ベ
ン
・
ア
リ
は
政
治
に
は
も
う
復
帰

し
な
い
こ
と
、
ま
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
戻

る
意
思
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
現
在
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
亡
命
中
の
ベ
ン
・
ア
リ
を
引
き
渡

す
よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
き
っ
と

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
引
き
渡
さ
な
い
と

思
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
適
用
し

て
い
る
サ
ウ
ジ
に
は
世
俗
法
は
適
用
し

な
い
と
い
う
論
法
を
使
っ
て
く
る
だ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。

　
一
月
一
八
日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国

し
た
人
権
擁
護
団
体
の
医
師
で
あ
る

マ
ル
ズ
ー
キ
が
、
次
期
大
統
領
選
に

意
欲
を
し
め
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

月
末
か
ら
チ
ュ
ニ
ジ
ア
労
働
総
連
合

（
U
G
T
T
）
は
旧
政
権
の
全
閣
僚
の
辞

任
を
要
求
し
、
暫
定
政
権
は
そ
れ
を
受

け
入
れ
、
R
C
D
の
閣
僚
を
解
任
し
ま

し
た
。
三
月
四
日
に
は
新
し
い
組
閣
が

行
わ
れ
、
公
平
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命  

─
そ
の
発
端
、
現
状
と
影
響
─

R
C
C
研
究
員
　
オ
ム
リ
　
ブ
ー
ジ
ッ
ド

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
四
月
二
八
日
）
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研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
バ

シ
ャ
ラ
・
ア
ズ
ミ
は
、
三
年
前
に
出
版

し
た
本
の
中
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
革
命

を
予
見
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
に
は
す
で
に
民
主
化
の
準
備
が

整
っ
て
い
た
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
革
命
を
フ
ラ
ン
ス
の
命
名
に
よ
る

「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
で
は
な
く
、「
パ

ン
と
尊
厳
の
革
命
」
と
呼
び
、
輝
か
し

い
市
民
革
命
だ
と
讃
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
弁
護
士
で
、
人

権
活
動
家
で
あ
る
タ
ビ
ー
ブ
は
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
若
者
の
識
字
率
の
高
さ
が
革

命
を
成
功
に
導
い
た
と
評
価
し
て
い
ま

す
。
確
か
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
い
こ
な
す
に
は
、

識
字
能
力
が
必
要
で
す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア

う
に
す
る
た
め
の
準
備
委
員
会
に
よ
っ

て
選
挙
規
則
を
作
成
し
、
七
月
二
四
日

に
、
憲
法
制
定
議
会
委
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
秘
密
警
察
は
解
散
し
、

R
C
D
は
法
的
に
解
体
し
ま
し
た
。
何

と
か
大
統
領
選
に
む
け
て
、
一
歩
ず
つ

動
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
警
察
が
弱
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
地
で
暴
動
が
起
こ
っ
て
お
り
、

秩
序
が
な
く
な
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
ど

の
よ
う
に
新
し
い
秩
序
を
作
っ
て
い
く

か
が
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ル
・
ナ
ハ
ダ
の
よ
う
な
イ

ス
ラ
ー
ム
政
党
が
台
頭
す
る
こ
と
が
、

ア
メ
リ
カ
を
始
め
欧
米
で
は
心
配
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
、
原
理
主
義
者
だ
け
で
な
く
イ
ス
ラ

ミ
ス
ト
ま
で
を
弾
圧
し
た
ベ
ン
・
ア
リ

政
権
は
非
常
に
好
都
合
な
も
の
で
し
た
。

し
か
し
私
は
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ミ
ス
ト

政
党
が
新
政
権
の
中
心
に
な
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
今

ま
で
の
反
政
府
の
運
動
は
イ
ス
ラ
ー
ム

系
の
政
府
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
イ
ラ
ン
を
始
め
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
が
そ
う
で
す
。
イ
ラ

ン
の
大
統
領
は
今
回
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の

革
命
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
」
と
位
置

づ
け
ま
し
た
が
、
大
変
な
見
当
違
い
で

す
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
は
、
全
く
宗
教

に
か
か
わ
り
の
な
い
革
命
で
し
た
。

■ 

ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
評
価

　
ド
バ
イ
に
あ
る
有
名
な
ア
ラ
ブ
政
策

は
ブ
ル
ギ
バ
時
代
、
国
家
予
算
の
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
教
育
費
に
つ
ぎ
込
み
、

学
校
建
設
と
教
員
養
成
に
力
を
入
れ
、

識
字
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
高
等
教
育
を
受
け
た
層
か
ら
こ
の

革
命
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
等
教
育
を

受
け
て
も
、
よ
い
仕
事
に
就
け
な
い
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
と
、
一
方
で
コ
ネ
や
賄

賂
で
豪
勢
な
生
活
を
し
て
い
る
者
も
い

る
と
い
う
不
公
平
感
が
、
不
満
と
し
て

原
動
力
と
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
、
バ
シ
ャ
ラ
の
指

摘
す
る
よ
う
に
、「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」

で
は
な
く
、「
パ
ン
と
尊
厳
の
革
命
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
生
き
る
た
め
の
基

本
的
な
生
活
の
権
利
と
尊
厳
を
取
り
戻

し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
利
用
者
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
八

歳
か
ら
三
四
歳
の
若
者
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
若
い
層
が
中
心
と
な
っ
た
革

命
で
し
た
。

　
革
命
の
発
端
と
な
っ
た
女
性
警
官
が

ブ
ア
ジ
ー
ジ
を
殴
り
、
ブ
ア
ジ
ー
ジ
に

言
っ
た
言
葉
「D

egage

」（
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
出
て
い
け
」）
が
、
革
命
の
合
言

葉
に
な
り
ま
し
た
。デ
モ
の
中
で
、ベ
ン
・

ア
リ
に
出
て
い
け
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
合
唱
し
ま
し
た
。
普
段
は

フ
ラ
ン
ス
語
を
使
わ
な
い
エ
ジ
プ
ト
に

も
こ
れ
は
広
が
り
、「D

egage
」
と
書

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
、
ム
バ
ラ

ク
に
退
陣
を
せ
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
も
、
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
写
真

に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
デ
モ
の
写
真
や
チ
ュ

ニ
ジ
ア
国
旗
を
使
用
す
る
人
も
多
く
い

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

共
感
が
ア
ラ
ブ
諸
国
の
若
者
を
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
連
帯
さ
せ
た
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■ 

他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
影
響

　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
の
、
他
の
ア
ラ
ブ

諸
国
へ
の
影
響
は
一
口
で
は
言
え
な
い

ほ
ど
複
雑
で
す
。
ど
の
国
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
政
治
体
制
の
違
い
が
あ
り
、
社
会

や
国
民
の
状
況
が
多
様
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
に
つ
い
て
は

様
々
な
見
解
が
あ
り
、
私
の
見
方
も
そ

の
一
例
と
し
て
聞
い
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

　
ま
ず
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
同
じ
よ
う
な
過

程
を
た
ど
っ
た
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
今
回

の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
革
命
に
よ
っ
て
市
民

が
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ム
バ
ラ
ク
を
退
陣

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
軍
は
大
き
な
力
を
持
ち
、
暫
定
政

権
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
止
す
る
法
案
を

成
立
さ
せ
た
た
め
、
本
当
の
意
味
で
の

民
主
化
に
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残

り
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
も
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と

同
様
、
い
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
以
上
に
ア
メ

リ
カ
寄
り
の
政
策
を
と
り
、
中
東
和
平

の
鍵
を
握
る
国
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
メ

リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
は
大
き

な
打
撃
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
リ
ビ
ア
で
も
カ
ダ
フ
ィ
打
倒
を
求
め

る
動
き
が
、
二
月
一
七
日
に
始
ま
り
ま

し
た
が
、
リ
ビ
ア
の
場
合
は
民
主
化
を

求
め
て
と
い
う
よ
り
、
部
族
間
の
利
権

争
い
の
様
相
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
と
は
ま

た
違
っ
て
、
ど
の
部
族
が
政
権
を
握
る

か
が
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
エ
メ
ン
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
も
大

統
領
に
退
陣
を
求
め
る
デ
モ
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
実
際
、
現
政
権

が
崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ル
カ
イ

ダ
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
が
活
発

に
な
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ヨ
ル
ダ
ン
で
も
国
会
解
散
、

民
主
的
な
選
挙
の
実
施
、
そ
し
て
イ
ス

ラ
エ
ル
と
の
和
平
の
撤
回
な
ど
の
要
求

を
掲
げ
て
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

王
家
の
浪
費
へ
の
批
判
が
起
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
バ
ー
レ
ー
ン
で
は
低
賃
金

で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
抗
議
行
動
が

起
こ
っ
て
お
り
、
今
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に

続
く
エ
ジ
プ
ト
の
革
命
で
、
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
高

揚
感
が
伝
染
し
て
い
る
状
態
で
す
。
国

に
よ
っ
て
は
権
力
で
抑
え
ら
れ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
回
は
収
ま
っ
て
も
、
必
ず

ま
た
湧
き
上
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
連
立
政
権

が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
も
う
後
戻
り
す
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
国
民

が
納
得
し
た
大
統
領
を
選
び
、
本
当
の

民
主
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
き
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
模

範
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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ア
を
派
遣
す
る
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
初
期
の

段
階
は
水
や
食
料
な
ど
の
物
資
の
運
搬

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
取
り

組
み
、
そ
し
て
次
第
に
避
難
所
に
お
い

て
心
の
ケ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

と
さ
れ
て
き
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
つ
い

て
語
ら
れ
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
そ
の
都

度
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思
わ
さ

れ
ま
し
た
。
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、三
ヶ
月
後
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
時
の
諸
状
況
を
考
慮
し
て
適
切
な
判

断
で
あ
っ
た
と
述
懐
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
岡
本
仁
宏
氏
が
、
当
時
の
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
立
場
か
ら
発
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
与
の
要
因

と
し
て
、
ご
自
身
の
被
災
経
験
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
た
後
、
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
が
発
足
し
た
経
緯
と
活
動
内

容
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
内

容
と
し
て
、
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
他
に
、
こ
れ
も
学
生
が
代
表
を

務
め
た
物
資
の
仕
分
け
・
配
送
を
担
う

救
援
物
資
セ
ン
タ
ー
の
働
き
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
が

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
変
化
し
て
き
た
段
階

で
、
多
彩
な
特
別
企
画
が
実
施
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
千
刈
一
泊
ツ
ア
ー
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
日
帰
り
お
風
呂
ツ

ア
ー
、
り
ん
ご
娘
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
他
大
学
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
と
派
遣
や
他
の
ボ

　
関
西
学
院
の
建
学
の
精
神
や

M
astery for Service 

が
語
ら
れ
る
と

き
、
一
六
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

お
け
る
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き
が

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
東
日
本
大

震
災
で
も
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き

に
つ
い
て
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
中
、
も
う
一
度
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
あ
り
か
た
を
共
に
考
え
た
い
と
い
う

趣
旨
で
、
五
月
二
〇
日
（
金
）、
R
C
C

と
学
院
史
編
纂
室
と
の
共
催
で
講
演
会

「
関
西
学
院
と
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
─
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
─
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
野

口
啓
示
氏
（
社
会
福
祉
法
人
「
神
戸
少

年
の
町
」
施
設
長
）
と
岡
本
仁
宏
氏
（
法

学
部
教
授
）
を
お
招
き
し
、
約
六
〇
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
野
口
啓
示
氏
が
、
当
時
の
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
生
代

表
の
立
場
か
ら
発
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
下
宿
で
被
災
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
に
至
っ

た
動
機
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
避

難
所
に
昼
夜
三
交
替
制
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
大
き

な
被
害
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
何

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
今
後
ど

の
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
く
の
か
と

い
う
大
き
な
問
い
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
影
響
は
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

も
変
え
ま
し
た
。
同
様
に
、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
も
わ
た
し
た
ち

の
社
会
の
あ
り
方
、
未
来
を
ど
う
切
り

開
い
て
い
く
の
か
を
問
う
出
来
事
で
す
。

そ
し
て
、
時
代
が
大
き
な
変
革
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
兆
し
で
も
あ
り
、
そ

れ
が
国
境
を
越
え
わ
た
し
た
ち
に
迫
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
社
会
の
た
だ
中
に
わ
た
し
た
ち
は
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

（
主
任
研
究
員
・
中
道
　
基
夫
）

　
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

二
〇
一
一
年
よ
り
始
め
ら
れ
た
。

　
最
近
、
自
然
界
の
異
常
な
現
象
が
頻

発
し
て
い
る
。
今
年
の
三
月
一
一
日
に

起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
巨

大
地
震
が
地
球
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
頻
発
し
、
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
、
気
温

が
上
昇
し
、酷
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、洪
水
、

ま
た
一
方
で
は
干
ば
つ
が
起
こ
っ
た
り
、

氷
河
が
細
っ
た
り
、
湖
が
消
滅
し
た
り
、

砂
漠
化
が
増
大
し
た
り
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
北
極
の
氷
が
解
け
て
太
平
洋
の

島
が
水
没
す
る
危
惧
も
叫
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
動
植
物
の
多
く
の
種
が
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
と
い
う
（
生
物
多
様
性
の

問
題
）。
ま
さ
に
、
パ
ウ
ロ
が
言
っ
た
よ

う
に
自
然
界
全
体
が
「
共
に
う
め
き
、

共
に
産
み
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
」

（
ロ
ー
マ
八
・
二
二
）
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、

人
間
や
動
物
の
命
を
操
作
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
起
こ
っ

て
い
る（
生
命
倫
理
の
問
題
）。
ま
た
ペ
ッ

ト
ブ
ー
ム
に
あ
っ
て
動
物
の
命
や
権
利
に

関
す
る
問
題
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
人
間
と
自
然
と
の
関
係
は
ど
う
あ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
が
自
分
た
ち

の
欲
を
満
た
す
た
め
に
自
然
を
乱
開
発

し
た
り
、
荒
廃
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ

と
が
、
自
然
界
の
異
常
な
現
象
の
原
因

で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
間
が
自
然
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
あ
う
か
は
、
現
在
の

喫
緊
の
問
題
で
あ
る
。
宗
教
が
こ
の
自

然
の
問
題
に
ど
う
答
え
る
か
は
、
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
聖
典
で
は
、
こ
の
自
然
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
解
釈
し

て
き
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
人

間
の
自
然
へ
の
よ
り
良
い
関
わ
り
に
つ

い
て
、
聖
典
の
解
釈
を
通
し
て
提
言
す

る
こ
と
を
目
指
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
聖

典
だ
け
で
な
く
、
他
宗
教
の
聖
典
の
解

釈
を
通
し
て
提
言
も
し
て
い
た
だ
く
。

　
各
学
期
に
少
な
く
と
も
二
名
ず
つ
発

表
し
、
時
に
外
部
よ
り
講
師
を
招
い
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
演
会
を
行
う
。
成
果

は
、
本
と
し
て
出
版
す
る
。

　
研
究
員
は
、
樋
口
進
R
C
C
教
授

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
土
井
健
司
神

学
部
教
授
、
嶺
重
淑
人
間
福
祉
学
部
准

教
授
、
水
野
隆
一
神
学
部
教
授
、
平
林

孝
裕
国
際
学
部
教
授
、
奥
野
卓
司
社
会

学
部
教
授
、
近
藤
剛
神
戸
国
際
大
学
准

教
授
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
予
定
は
以
下
で
あ
る
。

第
一
回
研
究
会
：
二
〇
一
一
年
五
月

三
一
日
（
火
）
一
七
時
─
一
八
時
三
〇

分
「
旧
約
聖
書
に
お
け
る
自
然
災
害
」

樋
口
進
R
C
C
教
授
。
第
二
回
研
究

会
（
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）：
二
〇
一
一
年

六
月
三
〇
日
（
木
）
一
七
時
─
一
八
時

三
〇
分
「
わ
た
し
た
ち
の
い
の
ち
の
源

に
目
を
む
け
る
―
―
名
古
屋
学
院
大
学

で
の
実
験
動
物
感
謝
記
念
礼
拝
の
取
り

組
み
」
大
宮
有
博
名
古
屋
学
院
大
学
准

教
授
。
第
三
回
研
究
会
：
二
〇
一
一
年

一
〇
月
一
七
日
（
月
）
一
七
時
─
一
八

時
三
〇
分
「
神
学
の
緑
化
」
近
藤
剛

神
戸
国
際
大
学
准
教
授
。
第
四
回
研
究

会
：
二
〇
一
一
年
一
一
月
（
日
は
未
定
）

一
七
時
─
一
八
時
三
〇
分
「
大
震
災
と

原
発
事
故
に
お
け
る
動
物
愛
護
の
文
化

的
背
景
」
奥
野
卓
司
社
会
学
部
教
授
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
の
協
力
に
も
言
及

さ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
と
の
関
係
で
、
直
接
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
に
せ
よ
、
遠

方
か
ら
可
能
な
支
援
を
す
る
に
せ
よ
、
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
ゆ
く
状
況
を

そ
の
都
度
認
識
す
る
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

■

R
C
C
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　「
自
然
の
問
題
と
聖
典
」
に
つ
い
て

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
副
長
　
樋
口
　
進

講
演
会
『
関
西
学
院
と
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
つ
い
て

キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
神
田
　
健
次


